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論 文 内 容 の 要 旨 
 
 土田眞紀氏の博士学位申請論文は次のように構成されている。 
 序 「非・近代」的な工藝の「近代」 
 第一章 明治・大正の工藝図案―図案の「藝術化」をめぐって 
 第二章 変容する近代工藝―一九一〇年代から一九四〇年代へ 
 第三章 柳宗悦と「工藝」の思想 
 第四章 民藝とデザイン 
 結び 
 図版 
 以上からなる土田眞紀氏の論文は、まず序において日本の工藝がどのように扱われ、近
代工藝がどのように形成されてきたかを論じる。第一章は、近代工藝が図案を通じて 1900
年のパリ万国博覧会前後から注視され、工藝図案が漸次、藝術化してくるとする。 
 第二章は 6 節から構成され、工藝図案がどのように近代化していくかの過程を述べる。
1910 年代から 1940 年代における工藝の変遷を富本憲吉の活動や作品を通じて考察する。
ついで日本人にとっての周知の植物である薊の図案化を通じての自然への眼差しの問題、
1920 年代の工藝の位置づけの問題を取り上げ、染色文化にその近代性を見出し、さらに
1920 年代の染織に着目して詳論し、1930 年代の工藝として住環境のデザインを掘り起こ
し、また竹工藝にも目を注ぎ、沖縄の工藝や近代陶藝にも及び、地方における手工藝の「手
仕事」の価値をさまざまな調査記録により再発見して民藝運動へと展開している。1940
年代の工藝については時代的制約のなかでどのように展開されたかを論述する。最後に、
富本憲吉のアマチュアリズムと今和次郎の工藝論について述べる。 
 第三章は 10 節からなり、本論文の根幹とも言うべき部分で、柳宗悦の「工藝」の思想
について詳論する。まず柳宗悦の美術への視点から論を展開し、柳が主張した「民藝」が
どのようなものであったかを解析し、「民藝」の発見は近代におけるすぐれた「創造」であ
るとする。そして柳から見た「工藝」について柳の著述を通じて論証する。さらに柳の著
述から柳の〈見る〉ことの中に日本の近代美術の萌芽が見られることを解析した。柳の著
作に見られる「自然」に着目し、富本憲吉の「模様」感を契機として、柳の模様論を展開
する。この章の総括として、柳宗悦の朝鮮美術に関する眼差しを、李朝陶磁とその陶磁か
ら見出した美と李朝陶磁に心血を注いだ浅川伯教、浅川巧兄弟と柳宗悦の関係を論じ、柳
宗悦の日本文化観として京都における工藝と民藝と日本美術史の関係を述べる。 
 第四章は 4 節から構成され、民藝とデザインとの関係について、日本の工藝史の民藝と
デザインとの関係について、柳宗悦の「民藝」感とその子の柳宗理の「デザイン」感を対
峙して述べる。この父子の美術感に関係するシャルロット・ペリアンとの関係から民藝と
モダンデザインとの関係を解析し、最後に柳宗理による民藝館に関与する経緯を述べる。 
 結びでは、近代美術史における工藝の位置づけについて総括する。 
以上が、土田眞紀氏の論文の要旨である。 
 
 
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 
 土田眞紀氏の学位申請論文「柳宗悦による民藝思想の形成と日本近代工藝史」は、日本
近代工藝史の展開を柳宗悦の「民藝」思想の構築との関係において詳論した成果である。 
本論文は、主に 19 世紀末から 1945 までの時期、すなわち近代以降において「工藝」と
名づけられた領域で営まれた具体的な活動とそこから生まれた作品に着目し、その歴史的
な展開を批判的に検証すると同時に、主要な担い手たちがそのなかでどのような工藝観や
工藝思想を形成するに至ったかを論述し、日本における‘新しい日本工藝史’の地平を開
いた成果と言っても過言ではないであろう。 
本論文において土田氏が提起する「工藝」という言葉そのものが、明治以降の西洋と日
本との活発な文化交流を背景とし創成されたものである。ところがその問題にすらこれま
での日本美術史は等閑視してきた。日本の近代工藝史の創生期において「図案」、「模様」
などさまざまな用語が用いられるなど複雑な美術界の環境においてさまざまな文化交渉が
見られたが、これまでその実態を解析することもなく、位置づけも行われず、従来の美術
史研究においては看過され充分に論じられない分野であったと言える。本論文は果敢にも
その分野に一石を投じたのである。 
土田氏の研究は、近代工藝史における複雑な文化交渉のあり様に光をあてた独自の成果
である。とりわけ日本近代美術史から乖離され、そのなかで論じられることが皆無であっ
た柳宗悦の民藝思想および民藝運動を、近代工藝史と言う新しいジャンルを構築し、日本
美術史に位置づけた土田氏の功績は高く評価されるものと言える。ただ論述の形式に統一
性を若干欠くことが惜しまれる。 
 以上の理由により、土田眞紀氏の本論文は、博士学位の申請論文として斬新な成果と言
える。  
 よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
 
